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要　　約
　3名の新任教員の語りを通して，彼らが体験している苦しみや辛さの内容を明らかにし，「困難な
状況や心理的な傷つきから回復し，環境に適応する」レジリエンスのありようについて考察した。新
任教員が体験している苦しみや辛さは，個人の内的要因と個人を取り巻く外的要因の相互作用によっ
てもたらされていた。新任教員のレジリエンスに深くかかわる事柄としては，「一人前が求められる」
ことと「一人前扱いされない」ことの相反するメッセージが与えられる職場風土や職場環境があった。
さらに，理想とする教員像と自己概念のギャップは，苦しみや辛さをもたらす一方で新任教員の内省
を促し，成長へのきっかけとなることが考えられた。
はじめに
　文部科学省による平成 25年度学校教員統計調査の中間報告によれば，平成 24年に病気を理由に
した退職者は，公立小学校 590名，公立中学校 375名，公立高等学校 137名であり，そのうち，精
神疾患を退職理由としたものは，公立小学校 350名（病気退職者の 59％），公立中学校 217名（病
気退職者の 58％），公立高等学校 74名（病気退職者の 54％）であった（文部科学省　2014）。いず
れの学校種においても，精神疾患による退職者数は平成 21年度の調査よりも増加しており，教員
のメンタルヘルスは重要な課題となっている。
　いじめ・不登校・暴力行為・学級崩壊・特別支援教育・保護者対応など，近年の学校現場におい
て，教員が対応を求められる問題は年を追うごとに複雑化し，多様化している。秋田（2006）は教
員の仕事の特徴として，無境界性・複線性・不確実性を挙げているが，仕事の終わりがはっきりせ
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ず，多様な種類の仕事を同時に行うことが求められ，安定した評価基準がないという教員の仕事
は，内容だけでなく，その質においても他の業種とは異なったものであると言えるだろう。
　特に新任期にある教員にとっては，このような教育現場の実際に触れることによる「リアリ
ティ・ショック」と呼ばれるストレスにさらされることになる。増田（2011）は，リアリティ・
ショックとは，教育困難と自分の現実対応能力の差を「心の葛藤」として実感することであると述
べている。上述した文部科学省の報告においても，公立学校における新規採用教員のうち，条件付
き採用期間中に病気を理由として退職した教員の約 9割は精神疾患によるものであることが示され
ており，採用間もない教職員のメンタルヘルスへの取り組みが重要な課題となっている。
　リアリティ・ショックが新任教員にもたらす影響については，バーンアウト研究の中で多くの報
告がなされてきている。たとえば落合（2009）は，新任時の「多忙」と「新任者でも一人前」の教
師文化，「教育ビリーフの世代間格差」が重なり，リアリティ・ショックとして体験されることに
より，新任教員のバーンアウトが生じると述べている。
　一方，リアリティ・ショックは，新任教員の変化や成長をもたらす節目となりうることも，多
くの研究者によって示されている。たとえば高井良（2006）は，新任教員がリアリティ・ショック
を乗り越える方法として，「先達の教師たちの励ましの中で，これまでの子ども達についての見方，
教師の役割についてのとらえ方を見直しながら，自らを育てていくあり方」と，「主観的に教師ら
しくふるまい，子ども達についての見方，教師の役割のとらえ方に固執するあり方」の二方向があ
ることを示している。また都丸・庄司（2005）も，悩みに取り組む過程が教師に変容をもたらすこ
とを示し，入職から教師として成長する過程において，悩むことが重要な役割を果たすと述べて
いる。山崎（2005，2012）も，若い教員がリアリティ・ショックを経ることが，教職アイデンティ
ティの初期形成につながっていくと述べている。すなわち，新任期のリアリティ・ショックは，教
員にとってのストレスとなり，不適応を生じさせる要因となる一方で，教師アイデンティティを形
成し，変化や成長をもたらすきっかけともなりうると言えよう。
　それでは，リアリティ・ショックによって不適応に陥る場合と，それを乗り越えさせ，教員を成
長へと導く場合を分けるものは何であろうか。これまで教員のバーンアウト研究からは様々な規定
要因が示され，教員のメンタルヘルスを向上させるための提言がなされてきている。たとえば伊藤
（2000）は，若年教師とベテラン教師を比較し，達成感の後退に対しては指導能力やサポートの有
無が影響し，消耗感に対してはパーソナリティや悩みの有無が影響していることを示し，教師のタ
イプによって必要とされる援助サポートが異なると述べている。また八並・新井（2001）は，教師
バーンアウトの規定要因として教師の個人特性・教職に対する専門性・職場環境の 3つを挙げ，そ
の中でも対管理職や対同僚という関係性が強く作用していると報告している。落合（2009）は，バー
ンアウトを示した教員のインタビューから，バーンアウトの規定要因を個人的要因・職場環境要
因・歴史的要因・教師文化に潜在する要因の 4分野にまとめている。同様に貝川（2009）も，教員
のバーンアウト要因をふりかえり，経験年数・性別・性格といった個人差要因と，作業環境・管理
体制・役割葛藤・ソーシャルサポートといった状況・環境要因をまとめている。しかし落合（2003）
が指摘しているように，ほとんどの結果は質問紙調査による量的な研究から導き出されたものであ
り，示された要因間の因果関係について，またその過程で教員の成長をもたらすプロセスはどのよ
うなものであるかについては，十分に明らかにされているとは言い難い。
　近年，困難な状況に直面しつつも，効果的な適応を遂げていく個人の力や環境に着目する「レジ
リエンス（Resilience）」概念が注目されている。レジリエンス概念は，もともと，親からの虐待や
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災害被害など，トラウマにさらされた子どもの外傷性精神疾患の病理理解およびその予防を念頭に
おいて使用されてきた。現在では，精神医学や臨床心理学の分野だけではなく，社会心理学や社会
学，社会福祉の領域においても，集団や環境レベルのレジリエンスに焦点を当てた研究が行われる
ようになっている（加藤・八木　2009）。
　レジリエンスの定義は，研究の対象や焦点がどこに置かれるかにより，異なっている。たとえ
ば，紺野・丹藤（2006）は「困難な状況に直面した人間存在において示される弾力性・回復力・復
元力」，平野（2012）は「心理的な傷つきや落ち込みから立ち直る復元力」，加藤・八木（2009）は
「病気に陥らせる困難な状況，ひいては病気そのものを跳ね返す復元力・回復力」とし，元に戻る
力であることが強調されている。スチュアートら（2011）は「重大なリスク場面や逆境におかれた
時のプラスへの適応パターン」であるとし，Reichら（2010）は「回復力・復元力だけでなく，持
続性，結果としての成長や向上」であるとし，変化や成長も視野に入れた定義となっている。また
アンドリュー・ゾッリ（2012）は，レジリエンスを「システム，企業，個人が極度の状況に直面し
たとき，基本的な目的と健全性を維持する能力」と定義し，レジリエンス概念を人間の精神活動だ
けでなく，生態系・経済・コミュニティ・土木工学など，あらゆる組織やシステムに適応される概
念としてとらえている。このように，「困難から立ち直る力」，「望ましくない状況から脱して，安
定や成長していく個人やシステム」という概念は，新任教員が「リアリティ・ショック」を体験し
ながら不適応に陥ることなく，職場環境に適応し，さらには自己成長を遂げていくプロセスに当て
はめることができるだろう。
　レジリエンスをとらえようとするとき，その「防御因子・回復因子」に焦点を置くか，「防御・
回復に向けた力動的過程」に焦点を置くかの 2つの視点があり，これまでの研究の多くは，パーソ
ナリティ特性における防御因子の研究が多いことが指摘されている（加藤　2009）。しかし，「環境
への適応」，「環境の中での成長」は，個人の内的要因だけでもたらされるものではなく，レジリエ
ンスは個人と環境との相互作用の点からとらえる必要があると考える。そのためには，これまでの
ような量的研究だけでなく，個人と環境の相互作用に焦点を当てた質的研究が求められよう。
　教員を対象にしたレジリエンス研究としては，先の紺野・丹藤（2006）研究があり，質的研究と
してはスチュアートら（2011）の研究が挙げられるが，教員レジリエンスの質的研究は，これまで
あまり行われていない。野口（2005）は，「個人の主観的営みは社会によって支えられ，社会の客
観的な存在は個人の営みによって支えられ，それらはまた会話という具体的な関係様式によって支
えられている。」「問題の原因を，『個人』，『関係』，『社会』のいずれかに特定することはできない。」
と述べている。本研究は，このような社会構成主義の立場に立ち，レジリエンスを「困難な状況や
心理的な傷つきを体験した時に，そこから回復し，環境に適応していく力動的過程」ととらえ，対
象者の「語り」を手掛かりにして，そこに立ち現われるレジリエンスを考察する探索的な研究であ
る。
目的と方法
　勤続年数 5年未満の新任教員（教諭・常勤講師・非常勤講師）16名に対して，半構造化面接を行い，
教員になってからインタビュー時までの体験を語ってもらった。本研究は，そのうち，勤続年数 2
年 4ヶ月の教諭 3名のケースを取り上げる。教員になってから体験した最も辛い・苦しい・困難で
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あると感じた出来事が何であるか，またその出来事は「なぜ」，「どのように」辛く，苦しいのかと
いう点について，対象者の主観的体験に関わる要因をとらえ，レジリエンスのありようについて考
察する。
1）インタビュー対象者（インタビューイー）
　対象者のプロフィールを，表 1に示した。3名はいずれも筆者が勤務する大学の教職課程を卒業
し，卒業と同時に教諭として採用されている。対象者には本研究の目的と方法を郵送で知らせ，同
意を得たのち，インタビューの日程を打ち合わせて会った。
2）インタビューの方法・手続き
　インタビューの時期は，2012年 8月～9月で，インタビューは半構造化面接を用いた。インタ
ビューの場所は，対象者の希望によって，筆者が対象者の勤務する学校に出向く場合と，対象者が
筆者の勤務する大学に来る場合があった。いずれの場合も，会議室や研究室など，他者がおらず，
落ち着いて話せる場所でインタビューを行った。インタビューの内容は，対象者の了解を得たのち，
ICレコーダーに録音した。一人あたりのインタビュー時間は，70分～90分であった。
　半構造化面接の際に用いた質問項目（インタビュー・ガイド）は，以下の 5項目であるが，会話
の流れによって質問の順番を変えたり，必要な質問を加えたりしながら自然な会話を心がけた。
①勤務内容（校務分掌・クラス担任など）の確認
②教員の仕事やイメージについて，教員になる前に想像していたこととのギャップを感じたことは
どのようなことか。
③これまでに経験したことの中で，最も苦しい・辛い・困難だと思う出来事はどのようなことか。
④これまでに経験した喜びややりがいはどのようなことか。
⑤今後，自分に必要だと思う能力や力はどのようなものであると思うか。
　インタビュアー（筆者）は傾聴を心がけ，内容に関連する質問以外には，話された内容の要約と
確認をして正確な理解に努め，受容的な姿勢で臨んだ。対象者 3名は，いずれも筆者が勤務する大
学の教職課程を修了し，筆者と面識があったため，インタビューは最初からリラックスした雰囲気
で始まり，率直な話を聞くことができた。インタビューの最後には，インタビューを行ってみて感
じていることを聞いたが，3名ともインタビューに対する不快感・不安感・後悔などのネガティブ
な感情はなく，「話をしてみて自分の中のモヤモヤが見え，確認ができた」など，インタビューが
自分をふりかえり，整理する機会になっていたことがうかがえた。
3）インタビューデータの処理
　インタビューの内容は，以下の手順で処理され，分析された。
表 1　対象者プロフィール
ケース 性別 年齢 勤務年数 学校種 担当教科 結婚
Aさん 男 24歳 8ヶ月 2年 4ヶ月 私立　高等学校 数学 未婚
Bさん 女 24歳 9カ月 2年 4ヶ月 公立　高等学校 数学 未婚
Cさん 女 25歳 3ヶ月 2年 4ヶ月 公立　中学校 数学 既婚
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表 2　悩みの内容と関連する要因の例
（IE：インタビューイー　IR：インタビュアー）
語り 苦しさ・つらさ・悩み 関連要因 意味内容
IE
やっぱり部活が一番でかいですかね。部活で，まあ，その，あん
まり僕，口うるさく言わなかったんでですよ，ずっと。もちろん
毎日観に行っていますし，よっぽど悪いことしたら注意しますが。
で，そういう時に，なんか部員とかも，やっぱり何も言ってくれ
ないとか，このままじゃ勝てないよとか。で，そういうのがボー
ンとぶつけてきて，そこでちゃんと話し合ったり。こういうこと
でとか。そうすると向こうもちゃんと聞いて。でも，まあやっぱ
り，特に男の子のなかでやんちゃなのが多いので，例えば服装が
だらしない，普段から。そうするとやっぱり上というか，周りの
人達は，バスケットどうなってるの，とか。で，まそういうのも
注意しなきゃいけなかったり。まあ本当に，結構部活には苦労し
て，でも苦労なりの形がちょっとずつできてきて。まあでもそれ
がまだ全然，まあ，認められてないっていう言い方よくないです
が，そんなんじゃ全然だめだとか周りに言われたりしますから。
・校則違反をする生徒
・周りからどうなって
いるのかと言われる
・注意しなければいけ
ない
・自分の指導は他の教
員に認められていな
い
部活の生徒
他の教員
生徒が不満を投げ
かけてきたことに
対して，逃げずに
向かい合ったこと
で，生徒と話し合
う関係ができてき
た。しかし，生徒
が校則違反をする
ことによって，自
分の指導は不十分
だとみなされる。
IR
生徒たちと，こう，正面から向かい合うようになったことがあな
た自身を変えるようになった感じ？
IE ま，はい。かなあってのは。
IR
生徒との関係の中では，その，部活っていうのがあなたにとって
はとてもやっぱり大変なんだ。
IE そうです。今でもですが。 今も大変
IR それは今言った，こう，板挟みになる感じ？
IE
まあ，そうですね。でも別にそんなに悪いこともしてないんです。
まあ，やっぱり。本当に教官室の入り方がだらしないとか，あい
さつの声が小さいとか。ま，要は，体育科の先生たちの常識と言
いますか，と，こんな理系の人間の考え方。やっぱりどこか自分
の中で合理的に物事を進めちゃうところとかが，まあ，言われる
原因なんだろうなって。
・生徒はそんなに悪い
ことをしているよう
には思えない。
・他の先生の常識と違
う。
他の教員
教科
自分は合理的に物
事を進めてしまう
ため，他の先生の
常識から外れてい
る。
IR
あなたとしては生徒にこう，まあ，注意をしなきゃいけないんだ
けど，本当にそれをこう，正さなければならないと思っているわ
けでもなくてって感じ？
IE
まあ，本音を言うと，そんな感じですね。ま，もちろん，できて
ないところはできてないって注意はしますし。
本音は違う
IR
そうか，じゃ，その部活の苦労っていうのは生徒たちの問題って
いうよりも，生徒たちがどんなふうに他の人達に見られるかって
いう（ああ，そうですよね）。
IE
僕の中でも，その，周りからの評価のためにやってりゃいいって
いうのもありますし。なんか，やらされている感はないですが。
もともとバスケ部は他に顧問がいて，それが去年からぼくが顧問
に変わったので。そのもともとの人がまだ，まだ，逐一，ずっと。
生活指導を何十年やっていた人なので。やっぱりその人から見た
ら，（あ，そういうことね）バスケ以前の問題が多いんで。
周りからの評価 前の顧問
今まで長い間顧問
をしてきた教員の
価値観と，自分の
価値観が違う
IR
そこれはその，もうちょっと突き詰めて言ってしまうと，その先
生とあなたとの関係って感じ？　それとも学校中全体。
IE ああまあ，その先生ですね，ほぼ。 前の顧問との関係
IR
顧問を引き継いで，バスケ部がどんな風なのかっていうところを，
人からどう見られるかみたいなことが，ま，ちょっと苦しいとこ
ろって感じですか。
IE
まあ，そうですね。お前がちゃんと見れてないんだよって言われ
れば，確かになってゆうように（ああ，そうか），はい。
指導が不十分だと言わ
れる
「生徒の生活態度が
悪いのは，顧問の
責任である」とい
う見方に対して反
論しきれない
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①インタビューの内容すべてを逐語録にし，一次資料を作成した。
②語られた内容が変化しない程度に，一次資料における個人が特定される部分や不明瞭な言葉を削
除・修正し，二次資料を作成した。
③二次資料のインタビューイーの発言一つ一つについて，そこで語られている苦しさ・辛さ・悩み
に関連する要因と，その意味内容を抽出した。悩みに関連する要因とその意味の例を表 2に示し
た。
④教員になってからインタビュー時までに経験した事柄のうち，最も苦しい・辛いと感じている悩
みに焦点を当て，③で作成した表を用いて，その悩みに関連する要因とその意味内容を図式化し
た。
結果
　3人のケースについて，それぞれが体験している辛さや苦しさ，悩みの内容と，それに関与して
いる要因について，図 1～3にまとめた。文中の「　」内は，インタビューイーが語った言葉を示
している。
ケース 1：「部活教育が見えない」Aさん（男性・24歳・私立高等学校勤務）
　現在，Aさんが抱えている最も大きな困難は，部活指導をめぐっての悩みである。Aさんは 1年
前からバスケットボールクラブの顧問となっているが，自分の指導に「迷い」があり，「自信がな
い」と感じている。
　Aさんの悩みの内容やその苦しさに影響を与える要因としては，学校風土・新任教員であるとい
う立場・Aさんの前の部活顧問・他の教員の言動といった自分自身の外側にある要因と，自分と生
徒との具体的関わり・自己概念・理想の教師像といった，自分自身の要因があった。
　Aさんの学校はスポーツ教育に力を入れている。校則を守らなかったり過度に成績が悪かったり
すると，生徒は部活動ができない仕組みになっており，運動部に所属する生徒に対して「運動部
だったら校則を守って，規律正しく，きちんとしているのが当然でしょという風潮がある」。生徒
が規律違反をすると「バスケット部どうなっているの」などと言われ，生徒の生活態度に対する教
員の指導力が問題視されるため，Aさん自身は「生徒は別にそんなに悪いこともしていない」と感
じていても，生徒の行動を正すために「心にもないことを言わなければならない」。指導によって
生徒は校則を守り，規律に従うが，それは「先生が怖いから言うことを聞く」「部活がしたいから
言うことを聞く」のであって，生徒自身が指導内容に納得しているわけではない。Aさんはそのよ
うな生徒の態度を見て，「部活しかやってきていない子がどんどん増えている」と感じ，「顧問の言
うことさえ聞いていれば」いいと思う生徒や「言われたことしかやらない」生徒が増えていること
に問題を感じている一方で，Aさん自身も「そういうことやると部活できなくなるよ」と言って生
徒の行動を改めさせることがある。Aさんは問題を感じている指導方法を，時には自分も利用しな
がら「自分の中で腑に落ちていない」生徒指導を行っている。
　Aさんは，前任の顧問の厳しい指導によって生徒たちが「結構みんな離れて」いき，「壊れた状
態」にあった部活動を引き継いだ。Aさんの前任の顧問は，部活顧問と生活指導を十何年もやって
きたベテラン教員である。1年前に顧問を引き継いだにもかかわらず，前任者は「毎日（部活動を）
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見に来て」部活指導の不十分な点について指摘をし，「いつの間にか役職が監督になり」，「正確に
言うと全然離れていない」状況にあり，Aさんは「いっそのこと全部渡してくれた方が，いろんな
ことがやりやすい」と感じている。Aさんは「前の顧問のまねをして同じことを繰り返すのは嫌だ」
と思いながらも，自分の方針を貫くことができないでいる。Aさんが自分の思うところに従って指
導することができないのには，教員の関係が作り上げる学校風土と，Aさん自身の性格と自己概念
が関わっているように思われる。
　Aさんは学校に対して，授業計画もクラス運営も，「本当に好きにやらしてくれる」風土がある
と感じている。Aさん自身は他者から「ああだこうだと言われるのはすごく嫌いなタイプ」である
ため，このような風土を「心地いい」と感じている。しかし，このように個人のやり方に任される
風土は，教員はそれぞれ「みんな頑固」で「自分の考えを曲げない」関わりを生み出し，会議では
「お互いが正論を言って交わらない」，「何かを決めるという話し合いにならない」関係性を作り出
している。Aさんは，個人のやり方が尊重される半面，教員同士が協働することができない風土で
あると感じていると思われた。新任教員である Aさんは，このような教員風土の中で「言い返す
ような力も成績もまだ何もしていない」ので，「まだ全然若いので，みんなにいい顔して」，「言い
負かしてやろうという気はなく」，「荒波を立てないように」ふるまっている。Aさんは一緒になっ
て部活指導を行っていける他の教員がいない中で，「そんなんじゃ全然だめだとか周りに言われた
り」，「お前がちゃんと見れてないんだよって言われて」，自分は「まだ全然認められていない」と
感じている。
　Aさんが，自分が大切に思うところに従って指導を行えないことのもう一つの要因は，Aさん自
身の自己概念が関与している。Aさん自身も高校時代にバスケットの経験があるが，「バスケはそ
んなに有名な高校でもないし，今の子たちみたいに一生懸命にやっていなかった」ため，バスケッ
トの指導については専門家ではない。自分が学生だったころと比較して，夢中になって部活動に取
り組む生徒を見て，「こいつらすごいなあ」と感じている。Aさんは自分について，これまで「楽
しい」学生生活を送ってきており，「そんなに苦労も知らない」生活を送ってきたと言う。それは
別の見方をすれば，「努力はしたけれど，もう僕にはこれしかないんです，みたいな生き方をして
きていない」ことである。このことは，生徒と向かい合う時，自分の経験を踏まえて「これが正解
なんだぞ」とは言い切れないことにつながっていく。また，「自分だったらどうなのかなあって考
える」Aさんは，生徒が置かれた状況が自分には「該当しない」ことがあり，生徒に「共感できな
い」自分に気づくことで，指導にためらうのである。
　一方，Aさん自身の価値観を支える要因の一つは，Aさんの愚痴を聞いてくれる先輩教員の存在
である。「また怒られましたよ」という Aさんの愚痴を「大変だね」と聞いてくれる先輩がいるこ
とは，Aさんにとって「だいぶ楽」なことである。しかし，Aさんが自分自身の価値観に照らし合
わせて行動していこうと思える要因の最も大きなものは，生徒との関わりの中で得た Aさんの実
感であろう。部活動の問題をぶつけてきた生徒と，「腹を割って話し」，「一緒に（部活内を）良く
していこう」という関係が作れたり，授業の中で自分の話を熱心に聞き，教科ではなく「僕に興味
を持つ」生徒がいたりすることを感じることを通して，「腹をくくれるようになった」ことにある。
Aさんは「自分の中で，熱かったり，ちょっとクサかったりしているのが苦手」で，他に同調する
ことで「嫌なことからはちょっとうまく逃げていた」が，「ちょっとずつ出たり」，当事者として「そ
れを解決する」ように変化している自分をも感じているのである。これまで「早く正しい服装を着
させなきゃとか，させなきゃ，とか，そういうことばかり目がいったり」して，「なんかノルマみ
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たいな感じで」授業や生徒指導を行っていた Aさんは，生徒の反応を通して「これを伝えたいと
いうことが伝わっているんだな」と思えるようになっている。このような Aさんのありようは，A
さんが理想としている「硬い正論とかじゃなく，その人の人生観みたいな」ものを感じさせてくれ
る教員と重なるものでもあり，Aさんはこのような変化について，「言い換えると，楽しくなって
きた」と語る。
　Aさんの苦しさは，個人の責任が問われる職場風土の中で，自分の指導が周りに認められていな
いことや，同調を求める力が働く中，それに反することができない自分の甘さや未熟さを感じるこ
とだけにあるのではなく，「自分の中で腑に落ちない」ことをしているという感覚にある。自分の
価値観に沿った行動をとりきれていないことが，今の Aさんの辛さだと言えるだろう。そしてそ
れは，単に外部からの圧力だけでなく，Aさん自身の自己概念にもよるものであると思われる。
ケース 2：「気持ちがついていかない」Bさん（女性・24歳・公立高等学校勤務）
　Bさんは前年の担任クラスを引き続き担当することができず，4月からは新しいクラスの担任と
なっている。インタビューを行ったのは 8月であり，新しいクラスの担任になって 4ヶ月が経過し
たところである。Bさんの悩みは，現在の担任業務に対して「気持ちが入らない」，「楽しくない」，
「自分が思っていたのとは違う気持ちで過ごしている」ことにあり，日々の業務を「淡々とこなし
ている」中で「我に返ると悲しい」思いを抱き続けている。
　Bさんの語りからは，担任を継続できなかったことによって引き起こされた辛さには，前年の体
験，他の教員の言動，生徒の反応，学校組織のありよう，職場環境，自分自身の年齢と経験，性格
が関与していることがうかがわれた。
　インタビューの前年，Bさんは初めて担任を持った。それは「自分の教員人生の中で初めて担任
を持つ」体験であり，「その子たちと 3年間一緒に過ごす」つもりで，「卒業まで出させてあげたい」
という，特別な思いを持つものだった。Bさんは不安を感じながらも「いろいろ全力でやりたいな
と思って」，学級通信や文集を作ったり，子どもたちの写真もたくさん撮ったりした。Bさんのこ
のような取り組みは，周りの教員からも「すごい頑張っているね」という評価をもらい，Bさんは
担任業務に楽しさとやりがいを感じていた。
　ところが，翌年の担任配置を決める際，新しい 1年生の学年主任として Bさんと仲の良い教員
が候補者として挙がると，その教員から Bさんも一緒に 1年生を担当してほしいという希望が出
された。このことは Bさんにとって，自分と仲が良く，「一緒に仕事をして楽しい」と思える人が，
「よく動ける人がほしい」と言って Bさんの力を「買って」くれたことを意味する。Bさんは要請
を受けようか迷ったが，3年間の「最初の担任は一生ない」ことであり，迷った末に断った。Bさ
んの学年主任からも，Bさんがこのまま担任を続けられるよう，管理職に願いが出された。しかし，
次に候補に挙がった他の教員も断ったため，最終的に Bさんが 1年生の担任となることが決まり，
担任を継続したいという Bさんの希望は受け入れられなかった。
　このことについて Bさんは「3年目の人（Bさん自身）よりも，もっと上の人の意見とか，学校
としての意見が動くっていうのは当たり前」と考えており，「その先生が主任をやるしかなかった」
し，「（自分を）買っていただいたのはすごいありがたいこと」で，学校組織の都合が優先されるこ
とは「仕方のない」ことととらえている。しかし昨年担任したクラスの生徒たちからは，「なんで
先生上がってくれなかったの」「先生が良かった」と言われたり，修学旅行のお土産をもらったり，
生徒が相談してくると「嬉しいなと思っちゃったり」し，頭では仕方のないこと，学校として当然
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のことだと理解していても，新しいクラスに「気持ちが向かない」状態となる。
　Bさんの気持ちが新しいクラスに向かないことに関わるもう一つの要因は，その職場環境にもあ
る。新学期が始まると，Bさんは，新しい学年の職場環境が前年とは異なっていることを感じる。
前年での Bさんを取り巻く環境は，「教務主任の先生がすごく面倒を見てくださって」「教務とは
関係のない仕事でもその先生に聞いたりして」「本当にかわいがっていただいている」と感じられ
るところであった。Bさんは「周りの人に相談して，ああだこうだ言って，ついていっていろい
ろ学んで」おり，「私を育成する学年みたいな感じぐらいに環境が整っていた」と感じ，「2年目に
なって，本当に私は周りに恵まれたなっていうのはすごく思う」と言う。それに対して現在の学年
環境では，自分と同じような「若い教員が多く」，「フットワークの軽い先生も多く」て，「私必要
だったのかな」と感じると同時に，「あれが気になって，これが気になって，それを私が先にやる」
というような状況があり，結果として「自分の仕事が後になって」しまうということが起こってい
る。Bさんにとっては，若く，経験の浅い自分を育ててくれていた以前の環境から，若い教員であ
ることが期待されているわけではなく，自分が率先して仕事をこなさなければならない現在の環境
へと移されたことになる。
　環境変化がもたらしたもののとらえ方は，Bさん自身の性格や，Bさんが教員になって 3年目と
いう時期をどう考えているかということも関わっている。Bさんは「自分の性格上それをほっとけ
ない」，「自分の性格として，だから手を抜くとかではないので，周りから見るとそんなことないと
思う」と述べており，一方的に被害を受けているというよりも，自分の性格上，損な役回りをして
しまう自分がいると感じ，その大変さを周りのせいにできない状態を生み出していると考えられ
る。
　学校の中には「授業参観に行かせてもらえるのも 1年目だって，すごい言われていた」という状
況があり，Bさん自身も「経験を積むと聞きづらい」と感じており，あからさまに他の教員に教え
を乞うのは「3年目が限界なのかな」，「4年目，5年目になった時に，私，この経験年数で聞いて
大丈夫かなとか，自分の中で出てくるんじゃないかなと」思っている。すなわち，3年目の今は，
Bさんにとって，わからないということを表現し，教えを求めてもまだ許される時期であり，まだ
若手としてかばってもらい，育ててもらえることが期待できたはずの時期と，「今度は自分が教え
なきゃいけない立場になってくる」時期の境目にあると言えよう。若く，経験が浅いことは〈守り，
育ててくれる他者〉を期待できることであるが，自分の希望は〈上の立場の意見〉にはかなわない
という，相反する価値を持つことでもある。
　このように，Bさんは，自分の力の及ばない他者の思惑や学校組織の都合によって，Bさん自身
が特別な思いを持って臨んでいた「教員人生で初めての担任」をあきらめざるを得なかったにもか
かわらず，新しい環境では，手放したものと見合うほどの自分の存在意義を感じられないでいる。
しかしそれは Bさんの力が認められた結果でもあり，仲の良い他の教員の願いに応じたことでも
あった。また Bさんは，このような自分の苦しさを「結構いろんな方に相談にのってもらったり」，
学校長にも打ち明けたりしているが，「結果としてはわかるんですけど，気持ちがついていかなく
て」，現在のクラスの生徒よりも，前年に担任していた生徒のことが気にかかり，「1年生悪くない
のに申し訳ないな」という罪悪感を抱くものの「いまいち思っていることがつながらない」状態に
ある。
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ケース 3：「生徒指導がしんどい」Cさん（女性・25歳・公立中学校勤務）
　Cさんは現在，中学 2年生のクラスを担任しており，このクラスの担任となって 2年目である。
2年目に入って，クラスの男子生徒二人が問題行動を起こすようになり，その指導をめぐって「学
校があるんだと思って，すごくしんどくて，すごく辛くて，階段を上がる足が重くなったり」する
辛さを体験している。特に，インタビューを行った時は夏休みに入っており，「夏休みだから（こ
の生徒と）付き合わなくていいと思っていた」ところ，夏休み中にも問題行動があり，「ぷつんと
なんか糸が切れた感じ」で「涙があふれてきた」体験をし，「まだあと 2学期ある」と途方に暮れ
ているところであった。
　Cさんの語りからは，この辛さには，当該の生徒の問題行動だけでなく，これまでの 2年間での
生徒との関わり，Cさんを取り巻く他の教員の存在，学校風土，地域社会との関わり，Cさん自身
の家庭生活や友人関係が関与していることがうかがわれた。
　教員となった 1年目は，Cさんは 3年生の副担任だった。Cさんはこの時にも，生活態度に問題
のある女子生徒の生徒指導に苦労した経験がある。この時，Cさんは当該の生徒と「泣きながら思
い切りぶつかった」体験をし，「しんどかったというよりも，本当にただぶつかっていました」と
ふりかえっている。それに対して，現在の男子生徒への指導は「中 2の男の子っていう部分もある
から，女の子は経験しているんですけど，男でっていうのはないので。未知の世界という感じ」を
抱き，「私は腹を割って子どもと向き合わなきゃいけないと思う」が「でもやっぱりぶつかってい
ないってことは，まだその二人とぶつかれていないんです，私が」と，自分に期待する行動がとれ
ないでいる。Cさんの中には，以前はできたことが今はできていない，という思いがあることがう
かがえる。
　Cさんが以前のケースのように生徒と「思い切りぶつかって」いけるかどうかは，Cさんをフォ
ローしてくれる存在があるかどうかが一つの要因となっている。3年生の女子生徒との関わりにお
いては，Cさんは副担任であり，Cさんが女子生徒とぶつかった後，「後でペアの先生が，どうい
う気持ちで言ってくれているかわかる？って言って」，Cさんをフォローし，その結果「最終的に
はごめんなさいっていう関係があった」。しかし今の環境では，叱るのもフォローするのも，すべ
て自分一人でやらなければならないと Cさんは感じている。それは単に，1年目は副担任であった
が，現在は一人で担任を持つようになったということではなく，学年主任を中心とした，他のクラ
スの教員との協力関係のありかたが関係している。以前は「正しいかどうかじゃなくて，それをみ
んなでやっていこうということがあったから迷わずやれた」が，「今の学年は，何が正しいのかわ
からない」と，Cさんは現在の教員間に「方針がない」と感じている。
　さらに，Cさんが感じている「方針のなさ」について，Cさん自身が作っていくことができない
ということも，Cさんが一人でやっていかなければならないと感じることにつながっている。Cさ
んは「担任と言えども一指令塔だけであって，絶対的な司令塔ではないから，それを学年で統一す
るっていうのは難しい」と，自分の無力感を味わっている。それは「私の司令塔はちっちゃい」と
いう，新任教員という立場での力のなさだけではなく，「今の学年はどちらかというとバラバラ」と，
協力体制を作っていけない教員関係に根差すものである。
　Cさんが感じている学校風土は，「じゃ，主任がその人に言えるかっていうと，それも大人同士
の関係で難しい」，「どんなに間違っていたとしても，先生同士の中で指摘しあうことを，子どもの
前では絶対に避ける」，「学年の先生は対等でなければならない」というように，教員としてのお互
いのプライドを傷つけないように配慮しあうものである。さらにその奥には，「講師と正規（採用）
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とでは絶対的に違う」という感覚や，「若手がやるような仕事」という区別，「新卒は指導してもら
いやすい」という規範もある。対等であるとしながら本質的には対等な影響力は持っていないため
に，「絶対的な司令塔」があれば教員が協働していけるが，そうでない場合は「みんなが不安だから，
みんなが指令を出す」こととなり，新任教員の Cさんは「何が正しいのかわからなく」なるので
ある。
　学校風土に対する Cさんのとらえ方は，Cさんの家庭生活や他業種の友人関係からも影響を受
けている。Cさんの夫は教員ではない。夫や他業種の友人との関わりを通して「私たちの中で当た
り前のことが，それは当たり前じゃない」ことを知り，Cさんは教員の世界を「狭い世界だなあ」
と感じている。Cさんにとって，「本当にすごいなこの人って思う人」や信頼できる主任のいる現
在の職場は，「すごく恵まれた職場」であると感じる一方で，失敗が許され，人を育てていこうと
する関わり方は，他業種と比べて「甘い，優しい，緩い」と感じる場でもある。自分に対して優し
く，恵まれた環境であるととらえている中で不安や問題を感じることは，その原因を自分が置かれ
た環境のせいにすることができず，自分自身の不十分さとして認識されるものであろう。
　Cさんが問題行動を起こす生徒との関わりをめぐって「しんどい，辛い」と感じるもう一つの要
因は，当事者の生徒や他の生徒との関わりの中で，Cさんが生徒の居場所をどう作れるか，クラス
をどう成り立たせるかを考えていることにある。
　Cさんは単に，問題行動を起こす生徒に苦しめられ，我慢ができなくなったのではない。Cさん
は問題行動を起こす生徒に対して，「彼らは何のために学校に来るんだろう」と思いを巡らせ，「担
任として，彼らの居場所として何が作ってあげられるか」を考える。そのためには「私は腹を割っ
て子どもに向き合わなきゃいけないと思うし，上っ面の言葉で固めたって，子どもはきっと見抜く
と思う」と考えている。しかしそうすることで，その生徒たちが「浮くこと」になったり，「周り
が白い目で見る」ようになることや，逆に「その子たちの先生への反感や言葉を面白がる雰囲気」
ができたりすることで「クラスが成り立たなくなっちゃうのも嫌」だという心配も抱いている。C
さんは理想とする「すごい愛のあふれている先生。本当に子どもが好きな」「あったかい先生」に
なりたいと思っており，そのためには問題行動を起こす生徒も，そうでない生徒も大事にしたいと
心を砕いているが，そうできていない自分がいるのを感じているのである。生徒とぶつかった後の
フォローが期待できないことで思い切った行動がとれず，そのことを自分以外のせいにすることも
できにくく，さらに追い詰められた状態になっていると思われる。
考察
　ある出来事が「なぜ・どのように」苦しいのか，辛いのかを語るとき，その出来事にまつわる
様々な要因が浮上してくる。それは，野口（2005）が述べる「語ることによって，さまざまな出来
事や経験や意味が整理され配列し直されて，ひとつのまとまりを持つようになる。文化的象徴的体
系，個人的経験，社会関係といった様々な源泉を背景に持つ意味が取捨選択されて，ひとつの物語
が構成される。」という行為である。
　「教員になってから，これまでに最も幸かったこと，苦しかったことは何でしたか」という質問
に対して，3つのケースはどれも，現在対象者が直面している問題について語られた。しかし，そ
れまでの 2年 4ヶ月の間に困難を感じることがなかったわけではない。「教員になって，それまで
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に想像していたことと異なっていたことや，意外に思ったことは何でしたか」という質問に対して，
3名はそれぞれに，仕事内容の多様さ，仕事量の多さ，それに伴って休みがないことや帰宅時間が
遅くなること，授業準備に十分時間がとれなくなることなど，「多忙」の大変さを語っている。こ
のことは，新任教員が出会う「リアリティ・ショック」の中で，バーンアウトにつながる要因とし
て示されてきたことでもある。しかし，対象者が「最も苦しい・辛い」と感じている事柄は，現在
直面している問題で，未解決の事柄であり，様々な要因の関連から生まれているものであった。す
なわち，最も苦しい・辛いと感じる事柄は，「意味としてのまとまりができていない」事柄，「歴史
的事実との折り合い」（クロスリー　2000）がついていない事柄であったと言えよう。
　3つのケースは，それぞれに異なった状況が語られているが，共通点も見られた。共通点を明ら
かにすることを通して，新任教員のレジリエンスについて考えてみたい。
　まず一つは，新任教員が体験する苦しさ・辛さには，職場風土・職場環境が大きく関与している
ことである。
　対象者の 3名は，教諭となって 3年目になり，新任であっても責任のある役割を与えられている。
3名の悩みは，それぞれが責任を担う立場，すなわち Aさんは部活顧問であること，Bさん・Cさ
んは担任であること，にまつわるものである。落合（2009）は，新任教員のバーンアウトに関連す
る要因として，「新任でも一人前の教師文化」を挙げているが，対象者が語った悩みの内容は，単に「新
任には責任が重い」というものではない。
　Aさんは授業運営もクラス運営も「本当に好きにやらしてくれる」環境で，他の教員も自分の考
えを主張しあうような風土の中，部活顧問を任される。その一方で，前任の部活顧問が依然として
指導に関与し，生徒に問題があると「そんなんじゃだめだ」「お前がちゃんと見れていないからだ」
というようなメッセージを受けている。Bさんは自分の実績が認められ，その力が「買われて」1
年生の担任となった。その一方で，「3年目の人（自分）よりも，もっと上の人の意見とか，学校
の意見が動く」と，自分の存在の小ささを感じている。Cさんは，「講師ではなく正規採用である」
ことを意識しながら，問題行動を起こす生徒指導に担任として関わっている。しかし「学年はバラ
バラ」で「自分の司令塔はちっちゃい」と，組織に対する影響力の小ささを感じている。すなわち，
3名の新任教員は皆，「一人前に動きなさい」というメッセージと，「あなたは一人前ではないから
ダメ」という相反するメッセージを受けていることになり，一方では一人前扱いされながら，同時
に，もう一方では一人前扱いされていないという状況にあると言えよう。
　他者の言動からどのようなメッセージを受け取るか，どう解釈し意味づけるかという点に関して
は，個人の性格や自己概念，過去経験が関係しており，困難に直面した時に発揮される個人の防御
因子・回復因子（レジリエンシー）（加藤　2009）が関与していると言えるだろう。その一方，役
割や立場によって言動が制限される学校組織のありようが，このような二重メッセージを生み出す
ことにつながっていると考えられる。たとえば Aさんは自分の愚痴を親しい先輩教師に聞いても
らい，精神的な支えを得ているが，その教員には教員組織を変えていく力はない。Bさんは，学年
主任や教務主任が変わることによって「自分を育成してくれる環境」から「放っておけなくて動く
しかない環境」になった。Cさんも副担任であったことで受けていたサポートが，担任となって得
られなくなったり，学年主任の姿勢によって教員の協力関係が変化したりしている。3名にはそれ
ぞれ，支えになってくれる先輩教員の存在があったが，学校現場では，役割や立場のうえで関与が
許される時にはサポートや介入がなされるが，そうでない時には行動が制限されている。新任教員
は，誰に対して，どのようなことなら助けを求められるのか，それが妥当なことであるかどうか，
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組織の中で判断していかなければならないのである。
　増田（2011）は，「初任者のストレスは，仕事上のストレッサー，個人要因，緩衝要因としての
学校組織文化，サポート源の 4つの視点で考えることが求められる」と述べているが，組織を左右
する力を持たない新任教員にとって，学校組織文化が与える影響は大きいだろう。新任教員にとっ
ては，協働性のある（感じられる）学校組織文化が生み出すレジリエンスは大きいと考えられる。
　新任教員のレジリエンスに関わるもう一つの共通点としては，理想とする教員像と自己概念のす
り合わせが，生徒との具体的な関わりを通して行われている点である。Aさんは「部活教育が見え
ない」中，生徒と「腹を割って話し」，次第に自分が大切に思うやり方で生徒と関わるようになっ
ていくが，それは Aさんの働きかけに対して「一緒に良くしていこう」という反応を示したり，
授業を通して，Aさん自身に興味を持っていると感じられるような生徒の言動があったりすること
によって「腹をくくれるようになった」ことによる。そしてこのような Aさんの姿勢は，Aさん
が理想としている，Aさんが出会った塾の講師の姿に近づくことである。一方，Bさんの苦しさ・
辛さは，理想とする教師像に近づけていないことにある。以前のクラスでは，「その子たちと 3年
間一緒に過ごす」「卒業まで出させてあげたい」と，生徒のために全力を尽くし，生徒との関係性
を深めていった。それは，理想とする教師像に合致するものであったと言えるだろう。しかし，現
在のクラスでは「気持ちが入らず」，理想とする自分になれていない。昨年の生徒が示す Bさんを
慕う言動を嬉しいと思い，それに応えていくことで，現在のクラス運営に「気持ちがついていかな
くて」「1年生は悪くないのに申し訳ない」という思いを生み出している。Cさんもまた，生徒に
対して愛を持って「ぶつかれない」という，理想の教員になれないことに苦しさ・辛さを感じてい
る。Cさんは 1年目の時，生徒と「思い切りぶつかって」関係を作ってきた経験を持っている。そ
れは，Cさんが理想とする教師のありようと合致した姿であったと言えるだろう。また Cさんは，
自分が理想とするような「愛のあふれた先生」「あったかい先生」を，職場の中に見つけており，
Cさんが目指すモデルとなっている。しかし現在の Cさんは「腹を割って子どもに向き合うこと」
ができないでいる。それは，Cさんの働きかけに対する肯定的な生徒の反応が予測できないからで
ある。
　このように，新任教員は生徒の反応を通して，自分が理想とする教員像になっているかどうか，
それが効果的かどうかを確認していく。理想とする教師に近づこうとすることで，新任教師は新し
い行動を試み，成長していくが，理想とする教師になれていないと感じるとき，苦しさや辛さを味
わうのであろう。そしてこの理想と現実のギャップは，新任教師の内省に結びついているようであ
る。
　Aさんはこれまでの自分をふりかえり，自信を持った指導ができないのは，自分が「そんなに苦
労も知らない」生き方をしてきたために「共感できていない」からなのではないかと考える。Bさ
んは「自分の性格上，それをほっておけない」「自分の性格として，だから手を抜くことかできな
い」と，ふりかえる。Cさんも「でもやっぱりぶつかっていないってことは，まだその二人とぶつ
かれていないんです，私が」と，自分の中に問題の原因を見つけようとしている。
　新任教員が体験するリアリティ・ショックの一つは，理想通りにはいかない現実と出会うことで
あろう。その時，新任教員は自身をふりかえり，変えていくべき自分の課題を見つけていくのでは
ないだろうか。そしてそれを後押しする理想像や生徒の反応，他の教員からのサポートがあるとき，
リアリティ・ショックは成長へのきっかけとして機能するのではないかと思われる。
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まとめと今後の課題
　本研究では，3名の新任教員の語りを通して，彼らが体験している苦しみや辛さの内容から，レ
ジリエンスについて考察した。彼らの語りからは，今まさに「困難な状況や心理的な傷つきを体験
した時に，そこから回復し，環境に適応」しようとしている状況にあることがうかがわれた。彼ら
が体験している苦しみや辛さは，様々な要因の相互作用によってもたらされていた。個人の内的要
因・外的要因がどのように意味づけられ，どのように構成されていくかというプロセスの中に，レ
ジリエンスが発現していくと言えるのではないだろうか。そしてそのレジリエンスの中で，苦しみ
や辛さは変化や成長をもたらすきっかけとなりえていると言えるだろう。
　本研究では，教員歴が等しい 3名のケースを取り上げたが，さらに多くのケースを質的にとらえ
ることで，回復と適応のプロセスを明らかにしてくことが求められるだろう。そのためには，教諭
と常勤・非常勤講師との比較や，新任教員とベテラン教員との比較，学校種の違いによる比較など，
経験や立場，学校組織がもたらす影響についても検討していく必要があろう。また，今回の対象者
の追跡調査を行うことも，レジリエンスをとらえるための有効な手段となると思われる。
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